
保
険
事
業
と
Ｄ
＆
Ｉ

　

気
候
変
動
に
よ
る
自
然
災
害
の
甚
大
化
・
頻
発
化
、

先
進
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
進
展
と
サ
イ
バ
ー
リ
ス
ク
の

出
現
、
社
会
課
題
解
決
に
向
け
た
地
球
規
模
の
取
り

組
み
機
運
の
高
ま
り
な
ど
、
私
達
を
取
り
巻
く
社
会

は
不
透
明
さ
を
増
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
値

は
通
用
し
な
い
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
拡

大
に
よ
る
人
々
の
価
値
観
の
変
化
も
加
わ
り
、
顧
客

を
は
じ
め
と
す
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
期
待
や
ニ

ー
ズ
は
多
様
化
す
る
一
方
だ
。
ま
た
、
我
々
が
営
む

保
険
事
業
は
、
社
会
に
潜
む
様
々
な
リ
ス
ク
を
誰
よ

り
も
先
に
見
つ
け
、
顧
客
や
社
会
に
知
ら
せ
る
こ
と

を
起
点
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
環
境
下
で
企
業
が
持
続
的
に
成
長
し

て
い
く
に
は
、
従
来
の
発
想
や
過
去
の
成
功
体
験
に

と
ら
わ
れ
な
い
新
た
な
価
値
の
創
造
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
の
抜
本
的
な
改
革
が
不
可
避
だ
。
そ
の
た
め
の

企
業
組
織
に
は
、
多
様
性
を
受
け
入
れ
る
柔
軟
性
と

創
造
性
が
求
め
ら
れ
る
。
阿
吽
の
呼
吸
が
通
じ
る
同

質
性
の
高
い
組
織
で
は
な
く
、
異
質
な
経
験
、
価
値

観
、
考
え
方
が
健
全
に
ぶ
つ
か
り
合
い
、
新
し
い
も

の
、
適
切
な
も
の
が
生
み
出
さ
れ
る
組
織
だ
。

　

そ
こ
で
必
要
と
な
る
の
が
Ｄ
＆
Ｉ（
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
＆
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
）で
あ
る
。

意
思
決
定
層
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
と
課
題

　

Ｄ
＆
Ｉ
で
取
り
組
む
べ
き
要
素
は
多
岐
に
わ
た
る

が
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
や
す
く
す
る
要
素
と

し
て
は
、
組
織
の
意
思
決
定
層
に
お
け
る
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
を
確
保
す
る
こ
と
が
何
よ
り
重
要
と
考
え
て

い
る
。
女
性
が
多
数
派
を
構
成
す
る
保
険
業
界
に
お

い
て
は
特
に
、
そ
の
登
用
度
が
Ｄ
＆
Ｉ
の
試
金
石
と

い
え
る
。

　

Ｍ
Ｓ
＆
Ａ
Ｄ
グ
ル
ー
プ
は
、
持
株
会
社
の
取
締
役

会
メ
ン
バ
ー
に
お
け
る
女
性
比
率（
２
０
２
５
年
度

ま
で
に
30
％
以
上
）、
女
性
役
員
比
率（
２
０
３
０
年

度
ま
で
に
30
％
以
上
）に
加
え
、
ラ
イ
ン
課
長
の
女

性
比
率（
グ
ル
ー
プ
全
体
で
２
０
３
０
年
度
ま
で
に

15
％
）に
つ
い
て
目
標
値
を
掲
げ
、
グ
ル
ー
プ
を
挙

げ
て
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
そ
の
か
い
あ
っ
て
、

女
性
管
理
職
比
率
は
16
・
１
％（
２
０
２
１
年
４
月

現
在
）ま
で
上
昇
し
て
き
た
。

　

一
方
、
グ
ル
ー
プ
内
の
社
員
意
識
調
査
か
ら
は
、

組
織
の
リ
ー
ダ
ー
を
目
指
す
志
向
に
顕
著
な
男
女
差

が
根
強
く
残
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
も

ち
ろ
ん
、
全
員
が
組
織
の
リ
ー
ダ
ー
を
目
指
す
こ
と

こ
そ
が
望
ま
し
い
と
は
思
わ
な
い
が
、
多
く
の
ロ
ー

ル
モ
デ
ル
が
身
近
に
い
る
環
境
に
置
か
れ
れ
ば
、
男

女
双
方
の
意
識
の
あ
り
さ
ま
は
全
く
異
な
っ
た
も
の

で
あ
る
は
ず
だ
。

事
業
部
門
が
主
導
し
た「
＃
マ
ネ
チ
ャ
レ
！
」

⑴「
＃
マ
ネ
チ
ャ
レ
！
」と
は
？

〝
企
業
営
業
部
門
の
ラ
イ
ン
課
長
は
男
性
だ
〟
─

現
時
点
の
残
念
な〝
当
た
り
前
〟を
壊
す
こ
と
に
、
中

核
会
社
で
あ
る
三
井
住
友
海
上
の
中
堅
女
性
が
真
っ

「
多
様
な
社
員
全
員
が
成
長
し
、

活
躍
す
る
会
社
」の
実
現
に
向
け
て

─
意
思
決
定
層
の
多
様
化

Ｍ
Ｓ
＆
Ａ
Ｄ
イ
ン
シ
ュ
ア
ラ
ン
ス
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

執
行
役
員（
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
＆
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
担
当
）

本もとじ
ま島
な
お
み
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特集 企業におけるジェンダー・ダイバーシティ
─リーダーの本気度を問う

た
い
﹂
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
、
反
響
を
呼
ん
だ
。

　

特
定
の
営
業
本
部
内
の
自
主
的
な
小
集
団
活
動
か

ら
始
ま
っ
た
本
取
り
組
み
は
、
役
員
で
あ
る
本
部
長

以
下
本
部
全
員
に
よ
る
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
発
展

し
、
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
の
汎
用
化
を
人

事
部
に
提
言
。
人
事
部
が
こ
れ
を
実
現
し
、
現
在
全

社
に
展
開
中
だ
。

　

本
取
り
組
み
は
、
異
業
種
の
女
性
社
員
が
交
流
し

な
が
ら
実
証
実
験
を
行
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹁
新
世
代

エ
イ
ジ
ョ（
注
）カ
レ
ッ
ジ
﹂（
株
式
会
社
チ
ェ
ン
ジ
ウ
ェ

ー
ブ
主
催
、
２
０
２
０
年
度
は
18
社
が
参
加
）に
お

い
て
、
大
賞
を
受
賞
し
た
。

体
感
す
る
Ｄ
＆
Ｉ

　

今
日
、
Ｄ
＆
Ｉ
や
女
性
登
用
の
重
要
性
に
、
総
論

と
し
て
は
殆
ど
の
人
が
賛
成
す
る
。
し
か
し
、
人
々

か
ら
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
を
完
全
に
取
り

除
く
こ
と
は
で
き
な
い
以
上
、
研
修
な
ど
を
通
じ
た

意
識
改
革
に
は
限
界
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

本
質
的
に
、
し
か
も
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
進
め

る
た
め
に
は
、
多
く
の
役
職
員
が
Ｄ
＆
Ｉ
を
理
屈
と

し
て
理
解
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
実
体
験
と
し
て
体

感
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。
様
々
な
属

性
、
経
験
、
価
値
観
、
考
え
方
を
持
つ
人
が
意
思
決

定
に
参
画
す
る
こ
と
で
、
メ
ン
バ
ー
が
同
調
圧
力
か

ら
解
き
放
た
れ
、
果
断
な
変
革
や
目
か
ら
鱗
の
ア
イ

デ
ア
が
生
み
出
さ
れ
る
こ
と
を
実
感
す
る
。
Ｄ
＆
Ｉ

が
真
に
根
付
く
の
は
、
そ
の
時
だ
ろ
う
。

　

Ｍ
Ｓ
＆
Ａ
Ｄ
グ
ル
ー
プ
全
員
に
Ｄ
＆
Ｉ
を
体
感
し

て
ほ
し
い
。
そ
の
た
め
の
機
会
を
、
工
夫
を
凝
ら
し

て
創
り
出
し
て
い
こ
う
と
思
う
。

 （注）エイジョ：営業職の女性のこと

名
の〝
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
〟が
他
の
営
業
課
の〝
新
任

ラ
イ
ン
課
長
〟と
し
て
赴
任
。
赴
任
先
組
織
の
年
度

計
画
な
ど
の
引
き
継
ぎ
を
受
け
た
う
え
で
、職
場
運
営
、

人
材
育
成
、
営
業
予
算
の
管
理
、
社
内
関
係
部
署
や

取
引
先
と
の
折
衝
、〝
部
下
〟か
ら
の
相
談
へ
の
対
応

な
ど
、
ラ
イ
ン
課
長
の
殆
ど
の
仕
事
を
体
験
し
た
。

⑵
取
り
組
み
成
果
は
？

〝
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
〟達
は
当
初
、
組
織
運
営
を
担

う
こ
と
に
戸
惑
っ
た
り
し
た
も
の
の
、
終
了
後
に
は

﹁
自
分
に
も
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
﹂﹁
判
断
力
を
鍛

え
る
訓
練
が
必
要
だ
と
分
か
っ
た
﹂
な
ど
、
キ
ャ
リ

ア
ビ
ジ
ョ
ン
に
ラ
イ
ン
課
長
が
入
っ
て
来
た
様
子
が

窺
え
た
。
ま
た
、
取
り
組
み
に
関
わ
っ
た
男
性
社
員

の
側
に
も
意
識
の
変
化
が
み
ら
れ
、
ラ
イ
ン
課
長
が

﹁
女
性
社
員
を
ラ
イ
ン
課
長
候
補
と
し
て
育
成
し
よ

う
と
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
﹂
と
認
識
し
た
り
、

向
か
ら
挑
ん
だ
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。
題
し
て

﹁
＃
マ
ネ
チ
ャ
レ
！
﹂
だ
。

　

同
社
全
体
で
は
ラ
イ
ン
課
長
に
占
め
る
女
性
比
率

は
₆
・
５
％
で
あ
る
が
、
法
人
顧
客
を
担
当
す
る
営

業
部
門
で
は
99
％
を
男
性
が
担
い
、
女
性
は
僅
か
１

名（
い
ず
れ
も
２
０
２
０
年
４
月
時
点
）。
独
自
に
行

っ
た
意
識
調
査
で
も
﹁
ラ
イ
ン
課
長
に
な
り
た
い
﹂

と
答
え
た
女
性
は
１
割
に
と
ど
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、

﹁
女
性
社
員
が
ラ
イ
ン
課
長
の
役
割
や
仕
事
を
経
験

で
き
れ
ば
意
識
を
変
え
ら
れ
る
﹂
と
の
仮
説
に
基
づ

き
、
４
日
間
、
ラ
イ
ン
課
長
に
な
り
切
る
実
証
実
験

を
敢
行
。
前
後
の
意
識
変
化
を
探
っ
た
。
ま
た
、
お

客
様
や
代
理
店
に
も
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
周
囲
の

受
け
止
め
方
を
確
認
し
た
。

　

他
部
門
の
女
性
ラ
イ
ン
課
長
か
ら
経
験
談
や
ア
ド

バ
イ
ス
を
聞
く
事
前
研
修
を
受
講
し
た
後
、
女
性
23

︵
注
︶Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ａ
Ｘ
：
2
0
2
0
年
に
発
足
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
を
共
同
購
入
し
途
上
国
な
ど
に
分
配
す
る
国
際
的
な
枠
組
み

職
場
の
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
通
じ
て
メ
ン
バ

ー
が
新
た
な
気
付
き

を
得
た
り
し
た
。

　

意
識
の
変
化
だ
け

で
は
な
い
。
売
上
増

収
へ
の
支
障
は
何
ら

な
か
っ
た
う
え
、
平

均
就
業
時
間
の
短
縮
、

効
率
的
な
会
議
運
営

な
ど
生
産
性
が
高
ま

っ
た
。
取
引
先
か
ら

も
﹁
異
な
る
視
点
か

ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
が

参
考
に
な
っ
た
﹂

﹁
当
社
に
も
導
入
し

私たちは立ち止まらずに進み続けた！私たちは立ち止まらずに進み続けた！私たちは立ち止まらずに進み続けた！私たちは立ち止まらずに進み続けた！

ライン課長業務で
働き方／意識の
持ち方が変わった！

女性としての
キャリアビジョン
が変わった！

ライン課長業務を
意識しチームへの
貢献が高まった！

チャレンジャーを受け
入れることで組織への
影響があった！

YES
94.7
%

YES
73.7
%

YES
91.4
%

YES
95
%

影響を深掘り調査
チャレンジャー

追跡

再度、受け入れ先
ライン長
ヒアリング

追加ヒア
リング

追加ヒア
リング

図表２　結果～女性社員・組織全体の意識に変化

１
課

３
課

２
課

Ｂ部

１
課

３
課

２
課

Ａ部

１
課

３
課

２
課

育児中社員を含む23名の女性社員（＝チャレンジャー）によるライン課長職への
スイッチプロジェクト。他営業組織（以下バディ課）の代行ライン課長として
赴任し、OJTを受けながらライン課長業務を遂行、チームを率いる。

３
課

Ａ部部 Ｃ部

課 課

社内

約350名を
巻き込み！

23名のチャレンジャーが
ライン課長業務を遂行！

が

図表１　＃マネチャレ！の概要 
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